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 C l a s s e s  o f  
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S c h o o l  o f  S o c i o  M a n a g e m e n t  

V o i c e s  f r o m  g r a d m a t e s ,  c l a s s e s  o f  2 0 1 5

社会の課題解決・
理想実現に挑む

事業と組織の運営の基礎
（計３日＋ニーズ調査＋組織改善）

【対象】
社会の課題解決や理想実現に挑む事業の
運営者
※各団体２名以上のご参加を必須とします。
【定員】10団体
【受講料】受講料：１団体３万円
（＋３人目以降は１人5000円追加）
（税別・第１日の昼・夜の軽食代を含む）
（例：３人参加の場合、３万円＋5000 円
（税別））

①８月21日（日）10：00－20：00
講義と団体別作業
ニーズ調査設計とガバナンス改革案

②10月２日（日）16：30－19：00
ニーズアセスメントの結果共有

③11月６日（日）16：30－19：00
ガバナンス改善について共有

・ニーズのアセスメントと発信
・ビジネスモデルの開発と試行
・理事（会）など経営陣の育成
・ベスト・プラクティスから学ぶ（理事会をど
う育てるか）

トピック

流れ

各団体でニーズ調査（アセスメント）

NPM16s

小規模多機能自治の
担い手の育成・支援と、
その基盤づくり
（計２日＋地域実践）

【対象】
地域運営組織・地縁団体・地域づくり
団体など、地域運営に携わる方
【定員】20名
【受講料】お１人１万１千円（税別）
（第１日の昼食代を含む）

①８月20日（土）10：00－16：00
講義と個人作業・全体共有
・地域の人口構成の予測
・行事・会議・組織の棚卸し

②11月12日（土）14：00－17：00
各地のその後の取組みを、
「自慢大会」形式で共有

・小規模多機能自治の事例
・小規模多機能自治を進める施策と、しくみ
づくり

・地域の人口構成の予測
・行事・会議・組織の棚卸し

トピック

流れ

各地域で備え・進化の実践

SCM16s

自治体における協働の
定義・しくみ・進め方の

再構築
（計２日＋改善策の実践）

【対象】
自治体行政の協働推進担当管理職・
中間支援機関の役員
※同一地域から２名以上のご参加を必須
とします。

【定員】10自治体
【受講料】１地域２万円
（＋３人目以降は１人5000円追加）
（税別・第１日の昼の軽食代を含む）

①８月19日（金）10：00－18：00
講義と地域別作業
協働推進ロードマップの作成

②11月11日（金）13：00－16：00
協働推進取組みの進捗共有

・協働から総働へ
・協働の必要性の再確認
・ベスト・プラクティスから学ぶ
・協働推進ロードマップの作成

流れ

トピック

協働の定義・しくみ・進め方の
進化に向けた働きかけ

RCS16s

NPM15sSCM15sRCS16w

地域課題の解決や地域経営を考える際は、
ＮＰＯ支援志向ではうまくいかないことは明
白である。地域自活を理解することは、地
域の暮らしを理解する道筋であるとすれ
ば、雲南や他の地域の自活を理解し、従
来のＮＰＯの活用を含めた戦略を考えるの
に最適。

小規模多機能自治の全体像が凝縮された
講座。自分の地域の実情に合わせて個別
に相談できる、ぜいたくな内容です。

自分の自治体の課題だけでなく、何をやる
べきかを整理することができます。
なおかつ、実際の施策の実行内容や進捗
管理にも改善策や有益な情報、アイデア等
のフィードバックがもらえる非常に実践的な
研修だと思います。

協働に関しての核心的部分の理解が進み、
使命感を持って業務に携わっていけるよう
になります。ぜひ受講をお薦めします。

他の団体さんとともに受講できたことで、
さまざまな事例と普段知りえない内部まで
踏み込んで見ることができたのも貴重な経
験となりました。
この事例で悩むのはウチだけではないと、
今後も学び合う仲間ができたようで心強い
です！

言葉やフレーズとしてわかっていたことが、
なぜ重要でどこにどう効いてくるか、理屈を
もって理解できるようになります。次の戦略
を考えていくポジションのみなさんの受講
を強くお勧めします。
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企業の社会責任（CSR）への
取り組みの進化

（計３日＋事例調査＋改善策実践）

【対象】
企業のCSR 担当マネジャー
【定員】20名
【受講料】お１人３万５千円（税別）
（第１日の昼・夜の軽食代を含む）

・受動的対応から能動的価値創出へ
・人権への取り組みをどう進めるか（欧州の
市民は何を求めているか）

・ベスト・プラクティスから学ぶ（第三者意
見をどう生かすか）

①８月23日（火）11：00－20：00
講義・個人作業と事例調査班構成

②10月４日（火）13：30－16：00
班別事例調査結果発表

③11月８日（火）13：30－16：00
自社の進捗・改善共有

トピック

流れ

事例調査（２・３名ずつの班単位）

CSR16s

市民活動支援機関の
立て直し

（計 2日＋改善策の実践）

【対象】
市民活動支援機関の理事・事務局長・
マネジャー
※各団体2名以上のご参加を必須とします。
【定員】10団体
【受講料】１団体２万円
（＋３人目以降は１人5000円追加）
（税別・第１日の昼・夜の軽食代を含む）
（例：３人参加の場合、２万円＋5000 円
（税別））

・求められる姿勢と技能
・地域・社会の未来からの逆算
・重点支援対象にとって効果的な支援プログ
ラムの整備

・ベスト・プラクティスから学ぶ（地域・団
体にどう働きかけるか）

①８月22日（月）10：00－20：00
講義と団体別作業
重点支援対象の絞り込みと
支援プログラム

②11月12日（土）10：00－13：00
働きかけの結果共有と学び合い

流れ

トピック

重点支援対象への働きかけ

FSC16s

助成プログラムの
最適化

（計 2日＋改善策の実践）

【対象】
助成機関の管理職以上の職員・役員
※各団体２名以上のご参加を必須とします。
【定員】10機関
【受講料】１機関２万円
（＋３人目以降は１人5000円追加）
（税別・第１日の昼の軽食代を含む）

①８月24日（水）10：00－18：00
講義と組織別作業

②11月9日（水）17：00－20：00
改善の進捗共有

・目的と期待される効果から、助成プログラ
ムを再構成する

・助成先とのコミュニケーション改善

流れ

トピック

次年度以降の助成プログラム
改善に向けた働きかけ

OGM16s

CSR15sFSC16w OGM16w

市民活動支援とは何か？そのポイントとダイ
ナミズムを思う存分味わうことができる講
座です！！
全回出席すると驚きがあるかも…

中間支援組織の今後について、迷っている
方、行き詰まり感を感じている方にオスス
メ。頭と気持ちの整理ができます。

自社を取り巻く内外の環境を知り、他社事
例を直に聞き、自社を、社会を、良くする
ための勉強ができました。
あとは実践あるのみ。

CSR 活動の流れや現状を大きな視点で知
ることができました。また自社の活動への
アドバイスもいただき、たいへん勉強にな
りました。セミナーを通して、異業種の方
の取り組みも聞けたのがたいへん有意義で
した。

組織内で助成プログラムについて考える
きっかけとして貴重な場となりました。
より多くの助成財団の方に参加していただ
き、今後受講する方々もご一緒にコミュニ
ティを形成できればと今後に期待してい
ます。

自分たちのワークとインプットのバランス
が素晴らしく、かなり自分ゴトとして、学
んだ内容が実務に反映できると思います。




